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　会員の皆様には、常日頃よりの学会活動に対するご

指導とご協力にお礼を申し上げます。学会事務局の

移管に伴い、ここ数年間はさまざまな学術団体として

の活動の充実を図るべき、多くの変化を行って参りま

した。

　先ずはこのニュースレターの定期的な発行および郵

送によるお手元への送付です。これは少しでもJSOPP

を身近に感じてもらえるようにそのように変更させて頂

きました。また学会ホームページの充実を図り、ニュー

スレターに関しては過去のものから経時的に掲載して

おります。さらにこちらには、武庫川女子大学 薬学部

の濱 宏仁先生を中心に会員向けのJSOPP Webセミ

ナーを企画・運営して頂き、既に第５回分の動画を公

開しております。こちらのコンテンツでは「抗がん薬職

業性曝露対策」を中心に展開しております。

　今後はWebセミナーの第二弾として、神戸市立医療

センター中央市民病院 薬剤部の池末裕明先生を中

心に「学術研究の方法」に関するコンテンツを開始す

る予定で準備しております。ここでは臨床研究を立案・

実行する方法、学術大会における発表や論文執筆の

方法などを分かりやすく解説して頂く予定です。ぜひ

ご期待ください。

　来年度は久しぶりにweb配信なしの現地だけの第15

回日本がん薬剤学会（JSOPP）学術大会を伊勢赤十

字病院 薬剤部の三宅知宏先生を大会長として、2023

年６月４日（日）に名古屋市のウインクあいちにて開催

する運びとなりました。ぜひ多くの方に現地に足をお

運び頂き、ご参加して頂けることを心よりお待ち申し上

げます。

　本学会の会員数は決して多くはなく、今後の発展の

ためにも会員数の増加対策、学術大会の充実、さらに

財政的視点から事務局体制と委員会活動等に関する

見直しなどを積極的に行う必要があるかと考えおりま

す。会員の皆様には今後とも何卒ご協力をお願いい

たしますと共に前向きで積極的なご意見をいただけれ

ば幸いです。

日本がん薬剤学会（JSOPP）
の活動について
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大阪府済生会中津病院に
おいてCSTD全面導入した
経緯について

大阪府済生会中津病院　薬剤部　
萱野　勇一郎

　抗がん薬の開発が急速に進められる中、欧

米において、抗がん薬には発がん性があるこ

とが1980年代より報告されはじめ、日本におい

ても1991年日本病院薬剤師会では「抗悪性腫

瘍剤の院内取扱い指針」が策定されました。そ

の頃から、病院薬剤師の間でも、抗がん薬の

取扱いについて深く学び、調製方法について

再検討されるようになりました。私は2015年に

大阪府済生会中津病院へ赴任しました。それ

まで勤めていた大学病院では、看護師向けに

抗がん薬の遺伝毒性講義、陰圧操作のトレー

ニング、実際に蛍光色素を用いた調製体験し

てもらい曝露対策について、多職種向けに理

解を促していました。

　大阪府済生会中津病院の抗がん薬調製設

備は比較的整っていました。陰圧空調管理さ

れた抗がん剤専用の調製室内には、2台の安

全キャビネットが設置されており、入院・外来の

抗がん薬を1か所で調製し、外来ではパスボッ

クス経由で看護師さんに渡り、入院患者用の

抗がん薬は専用の搬送スタッフにより、病棟へ

搬送されます。閉鎖式薬物移注システム

（CSTD)の導入は、揮発3製剤のみを対象にバ

イアル内部でバルーンを膨らますことで等圧

化できる閉鎖式器具を2014年4月より採用して

いました。

一方、課題として現在使用中のCSTDでは

ルート接続部位での曝露対策に懸念がありま

した。特にルート管理を担当している看護師を

含めたスタッフ、院内環境への配慮が必要と

考えました。そこで、2018年2月より、揮発3剤

に加え全ての殺細胞性抗がん薬を含めた薬

剤調製にケモセーフロック®を導入しました。す

べての抗がん薬の調製にCSTDを導入するた

め、病院として費用負担は増えましたが、医療

激戦区である大阪市北区の状況、看護師確

保の問題、働きやすい職場環境つくりを意識

した当院の取り組みを背景に、全面的なCSTD

導入に抵抗はありませんでした。院内化学療

法委員会にて、スタッフへの安全性を説明し

承認を得た後、全面導入となりました。

　化学療法室では日常から、業務上生じた問

題については、医師、看護師、薬剤師が顔を

合わせての打ち合わせを行い、業務改善を

行っています。特に保険薬局との連携による、

連携充実加算の充実など、化学療法を実施

するうえでの患者サービス向上と安全性確保

には注力しています。多くの内科系・外科系を

有 す る 当 院 で は 免 疫 関 連 副 作 用

（immune-related Adverse Events : irAE）対策

にも専門チームを組織しています。今後も安

心して抗がん薬治療が実施できるよう、様々な

角度から取り組みを積み重ねたいと考えます。

施設の取組紹介　～第14回～
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研究のすすめ　～第2回～

 【コラム】
ChangeをChanceにつなげよう

伊勢赤十字病院
三宅　知宏

　「研究」がテーマの連載企画、第２回は「Changeを

Chanceにつなげよう」です。病院薬剤師として業務を

行いながら臨床研究に結び付けたエピソードをお話し

します。

　皆さんは日常薬剤業務を行う上で疑問に思ったこと

はありませんか？「なぜ食前に服用するの？」「なぜこ

んな副作用がおきるの？」「どうして効果がない

の？」・・なぜ？どうして？など気が付けばわからないこ

とが多いと思います。しかし、日常業務に忙殺され疑

問を抱いてもそのままにしてしまうことはありません

か？それらの疑問を解決するには教科書やガイドライ

ン、インタビューフォームなどでまずは調べてみましょ

う。臨床上の疑問は2つに分かれると言われています。

初心者の疑問は、背景疑問と言われ、「知らない」から

発生する疑問です。多くの場合、教科書や専門書など

で調べると、その答えが見つかります。つまり、背景疑

問とは自分が知らないだけで、既に分かっていること

に対する疑問と言えます。逆に経験者の疑問は、前景

疑問と言われ、「知っている」ことの間に隠れた疑問、

つまり、背景疑問を解決したうえに生じる疑問であり、

調べても答えが見つからず、これから起こり得る将来

の出来事についての疑問と言えます。

　さて、私が臨床研究につなげた「抗がん薬による環

境曝露」についてお話しします。例えば、初心者は、

「なぜ抗がん薬で環境が曝露されるのだろう」や「抗が

ん薬の曝露予防には本当に閉鎖式接続器具は有効

なのだろうか」といった疑問が生じます。これらの疑問

は、国内外の論文やガイドラインを調べるとその答え

が見つかりますので背景疑問になります。一方、少し

知識や経験があるとそれらの疑問に対する「答え」に

隠れた疑問が生じます。私の場合、抗がん薬による環

境への曝露はどこから始まり、どのように広がるのか」と

いった疑問が生まれました。その疑問に対して文献検

索をしても答えが見つからなかったとき、どうすればよ

いでしょうか。その答えの 1 つは，自らが臨床研究を

行い，答えを見出すことです。しかし、現在の環境を調

査しても既に曝露されており、生じた疑問（どこから始

まるか）に対する臨床研究は実施困難でした。その疑

問が生まれたときと同じくして病院の新築移転が行わ

れました。移転に伴う業務改革、電子カルテや薬剤部

門システムの導入、機器や人員配置など移転前後の

慌ただしい日々の中で、ふと生じた疑問を思い出しま

した。つまり、この新築移転（change）を契機に抗がん

薬による環境への曝露ゼロベースから臨床研究がで

きるのではないか（chance）と思いつきました。当時、病

院新築後から継続して環境への曝露を調査した報告

はなかったため、臨床研究実施報告書を作成し、病院

に対してwipe testの実施許可申請を行いました。しか

し、院内には液体クロマトグラフタンデム型質量分析計

（LC/MS/MS）で定量分析を行う設備もなく、測定は外

部委託する必要があり、費用が問題となりました。そこ

で改めて本臨床試験の真のアウトカムを考えてみまし

た。院内の環境が抗がん薬で曝露されていれば病院

職員に対して健康被害の可能性があることを明記し、
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1）三宅知宏, 野口祥紀, 服部公紀, 小川晃宏, 中西由衣, 内田早弓, 和

田亜希, 加藤杏子, 谷村学.　新病院における抗がん薬による院内環境

の曝露モニタリング : 6年間の追跡調査．日本病院薬剤師会雑誌 55

(8): 969-974, 2019.

医療安全管理室にも協力を依頼することで、多部署共

同で取り組むことにしました。

　私の臨床研究は定期的かつ継続性が求められま

す。新病院開院１年後に、薬剤部抗がん薬調剤室、

調製室、外来化学療法室、血内病棟を調査することと

し、薬剤部の調製室は安全キャビネット（BSC）作業エ

リア、BSCエアフォイル、BSC床面、調製室作業テーブ

ル、電子カルテテーブル、調剤室は作業テーブル、床

面、外来化学療法室は床面、患者専用トイレ床面とそ

の便座、運搬用トレイ、血内病棟患者専用トイレ床面

の全12か所としました。毎年同じ時期に同じ場所を調

査した結果を「新病院における抗がん薬による院内環

境の曝露モニタリング: 6年間の追跡調査」1）として論

文にまとめました。論文にまとめる前に投稿先を決める

ことは重要なプロセスです。投稿先を確認せず不十分

のまま執筆を始めてしまうと、大幅な書き直しや投稿先

の再検討が必要になることもあるので注意が必要で

す。論文を書き始める前に候補先をリストアップし、自

分の研究内容や執筆したい論文の主旨に合うかどう

かをしっかり考えておきましょう。私の場合、もっとも多

くの病院薬剤師が目にすると思われる日本病院薬剤

師会雑誌に投稿しました。投稿規程をしっかり読み、

規程に沿って注意深く記載することが大切です。投稿

後しばらくすると査読者の意見が返ってきます。査読と

は、投稿された論文について、その分野を専門とする

研究者が読み内容の妥当性などをチェックし、掲載す

るか否かの判断材料にする評価や検証のことです。本

論文は査読者と２回やり取りを行い内容がブラッシュ

アップされ質の高い論文になりました。

　今回はChangeをChanceと捉え臨床研究につなげた

事例を紹介しました。皆さんもちょっとした契機を意味

があることと捉えて臨床研究につなげてみてください。

初めて臨床研究を行う方、初めて論文を書く方は経験

がある先輩や上司、他施設の教育者に相談してみま

しょう。
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　皆様は、サプリメントの使用に関して患者さんや他の

医療従事者から相談されたことはありませんか？相談

されたとき、明確に回答できたでしょうか？

　一昔前であれば、「サプリメントなんて大した影響は

無いだろう」とか、「医薬品と違って相互作用がはっきり

しないから触れないでおこう」とか、逆に、「分からない

ものはとりあえず全て中止してもらおう」とか考える方も

多かったかもしれません。

　しかし近年では、手術時の出血リスク増加や、抗が

ん薬との相互作用等、患者さんの治療に影響するお

それのあるサプリメントも数多く報告され、決して無視

のできないものとなっています。ですから、可能な限り

正しくリスクを把握し、対処することが必要です。また、

エビデンスがはっきりしないのであればそのことを知っ

ておくことも大切です。しかし、一つ一つ文献をあたっ

ていくのは大変な手間ですよね。

　そんなときに役立つのがこの書籍です。国内、海外

の様々なサプリメントが網羅されており、調べても見つ

からないだろうな・・・と思うようなサプリメントまで掲載さ

れていますし、別名での検索も可能になっています。

エビデンスレベル毎に評価されているので、活用も簡

単ですし、医師会監修ですので、インターネット経由

の怪しい情報と異なり、信憑性が高いのも特徴です。

周術期面談や抗がん薬治療時の相互作用チェック等

に活用し、一歩踏み込んだ薬剤指導に繋げてみては

如何でしょうか？

書籍紹介～第14回～

健康食品・サプリ［成分］のすべて〈第7版〉　
ナチュラルメディシンデータベース日本語対応版

総 監 修：日本医師会/日本歯科医師会/日本薬剤師会
編　　集：一般社団法人日本健康食品

・サプリメント情報センター（Jahfic）
I S B N：978-4-8103-3184-4

ご紹介いただいた先生
中山 季昭   埼玉県立がんセンター 薬剤部　副部長　
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